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特殊な修理を
得意とする
～WOODY BELL～

修理・リフォーム
時計彫りなど

〒110-0016
東京都台東区台東3-16-5ミハマビル

　 I T を活 用した
ファッション古着の
買取や販売を手掛
ける㈱ベクトル（東京
都港区、村川智博代
表）は、ラグジュア
リー業界で要職を歴

任してきた向井透氏を7月1日付でクリ
エイティブ・ディレクターとして迎え、向

井氏の幅広い知
見や百貨店との
ネットワークを活
かし、ブランディ
ングによる事業
成長を目指すと
発表した。
　向井氏を迎え
入れた背 景に

は、買取および販売の価格競争が年を
追うごとに激化していることが挙げられ
る。リユース市場がうなぎ上りで成長す
る一方、フリマアプリの浸透や新規参
入も相次いでおり、環境省（令和3年度
リユース市場規模調査）によると、日本
のリユース市場規模は2025年に3兆
5,000億円に達すると見込まれている。
そこで、ベクトルは価格以外の部分で

商品やサービスの差別化をする非価
格競争を図っていくために、向井氏を
クリエイティブ・ディレクターとして迎え
た。今後は、ブランディング戦略を強化
するとともに、ラグジュアリーを身近に
感じられるコンセプトショップを展開し
ていく。
　向井氏は、資生堂からエスティロー
ダーまで、国産・外資ブランドを含む幅
広いブランドで営業およびマネージメ
ントを経験。その後、エルメス、ボビイ 
ブラウン、ベアミネラルなどの経営や
マーケティング戦略の舵取りを行なう。
その後、LVMHグループの「タグ・ホイ
ヤー」のジェネラルマネージャーとして
ブランド価値の向上に貢献。直近で
は、LVMHコスメティックス ビュー
ティーベンチャーズのジェネラルマネー

ジャーとして「ロエベパルファム」の日本
市場導入を指揮。現在はビジョナリー
パートナーとして経営者のビジョン実
現をサポートしている。
　向井氏は「いま海外ではラグジュア
リー業界にも“サステナブルの波”が来
ております。ベクトルは20年以上にわた
るファッションリユースのノウハウと実
績を持つ企業です。これまでラグジュア
リー業界で培ったブランディング戦略
の知見を、日本企業の成長のために活
かしたいと思い、参画いたします。サステ
ナブルファッションの領域は大きな可能
性を秘めていると感じており、今回ジョ
イントできることを大変嬉しく思ってお
ります。ベクトルがサステナブルファッ
ションNo.1カンパニーとなれるよう貢
献してまいります」と述べている。

　日本最大級のリユースデパートを運
営する㈱コメ兵は、2023年もJリーグ
「名古屋グランパス」のパートナーとし
て、スポーツを通じて地域の発展に取
り組んでいる。
　その一環として、8月5日～9月3日に
開催される明治安田生命Jリーグ公式
戦で行われる「鯱の大祭典2023」に合
わせて、7月28日～8月10日の14日間、
KOMEHYO名古屋本店本館（愛知県
名古屋市中区大須）にオリジナル外装
を施すほか、期間限定スマートフォン
用オリジナルフォトフレームや選手なり
きりパネルで、リーグ優勝を争う名古
屋グランパスを盛り上げる。

　KOMEHYOが本
社を構える名古屋市
中区の大須商店街
には、名古屋グラン

パスのオフィシャルショップ『クラブ
グランパス』があることから、名古屋
グランパス、大須商店街、KOME-
HYOが三位一体となって地域を盛
り上げる取り組みをしてきた。
　今回は、「鯱の大祭典2023」開催
のタイミングで、KOMEHYO名古屋
本店本館に来店する顧客はもちろ
ん、大須商店街やスタジアムに来る

人に、優勝争いを続ける名古屋グランパ
スを後押しするための応援企画となる。
　KOMEHYOは、大須商店街、名古
屋市、愛知県を盛り上げていくパート
ナーとして名古屋グランパスをサポー
トすることで、スポーツを通じて豊かな
くらしづくりに貢献していくとともに、“リ
レーユース”が文化となっていく取り組
みを進めていく。
　※リレーユース＝単にモノの価値を
ダウンサイクルするのではなく、価値を
高めるアップサイクルで伝承していくこ
と。生産者や使用者の「想い」をリレー
し、サステナブルな社会に貢献していく
というグループの取り組み。

　溶岩ジュエリーを百貨店やゴルフ
ショップなどで展開し、話題を呼んだ
「ナチュロックジュエリー」の佐藤俊明
氏が、次に目をつけたのが美容業界。
　ジュエリーもファッション化が必要
と言われ続けている通り、身に着ける
ものは全てファッション性が必要だ。
品質や希少性も大切なことだが、
ファッションとして楽しむ時のアイテム
選びでは、必ずしも品質や希少性だけ
ではない拘りが必要となっている。
　ジェンダーレス化が進み、ネックレス
やピアスなどサイズに左右されないア

イテムは、男性・女性関係なく
身に着けている若者が増え
ている。
　好きなアイテムを身に着
け、おしゃれを楽しむことを追
求する先には、自分磨きが
待っている。まずは健康でな
ければならないが、おしゃれ
を楽しむためには外見も大
事。男性でも化粧をする若者
は増えているし、現代では当
たり前になってきている。
　ファッションを取り入れ、
ナチュロックジュエリーを展
開していた佐藤氏は、そんな

変化も捉えていた。5年ほど前から見
た目の若さに着目し、研究を重ねてき
た佐藤氏は、肌を整えるモロッコ溶岩
クレイ配合の男性用オールインワン
（保湿美容乳液）タイプのスキンケア
美容乳液NATUROCK「CLAY.」の
発売を8月より開始した。
　CLAY．にはターンオーバーの乱れ
からくる肌荒れ、肌のハリ、たるみ、し
み、くすみ、つやなどにアプローチする
エイジングケア成分（ヒアルロン酸、コ
ラーゲンなど）が含まれている。
　現在73歳の佐藤氏は、5年目に会っ

　パーソナルジュエラー
資格検定講座を行う
パーソナルジュエラー協
会（東京都昭島市、代
表：Shiho）は、個々に似
合うジュエリーがわかる
「パーソナルジュエリー
診断」の商標登録を取
得したことを発表。また、
企業、他メディア関係な
どに向け、協会主催の体
験イベントを9月1日に東
京都のTFTビル東館に
て実施する。
　同協会は、似合う理由
が言える販売力とジュエ

リーを身に着ける楽しさを伝えられる
人材育成を目指し、パーソナルジュエ
リー診断を通してより多くの人々に似
合うジュエリーがあることを広めていく
活動を目指している。
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価値を高めるリレーユース
三位一体の取り組み
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た時よりも目元のシミ、シワ、ほうれい
線、頬のたるみが改善され、明らかに若
返っていた。適度な運動ももちろん欠か
さず行っている佐藤氏だが、「女性と同
じく男性でもスキンケアは大切なこと。こ
れまでケアしてこなかった中高年の男性
の肌に特化した美容乳液を開発しまし

たので、接客する小売店の方に使って
いただきたい」と話している。50mlで
6,600円（約2カ月使用可能）。
　問い合わせは、ナチュロックプロモー
ション㈱（東京
都 港 区 赤 坂
7-10-6ストーク
ビル 赤 坂 ）、
TEL.03-3589-
3333。

　我が国の商標制度においては、他人
の登録商標又はこれに類似する商標
であって、その商標登録に係る指定商
品若しくは指定役務について使用をす
るものは、商標登録を受けることができ
ない（商標法第4条第1項第11号）。 
　上記拒絶理由が通知された場合、
従来「アサインバック」と言う手法によ
り拒絶理由を解消する手続きがなされ
ていた。

　※アサインバック：商標出願人の名

義を、一時的に引用商標権者の名義に
変更することで、引用商標権者と新た
に出願する出願人の名義を一致させ
て拒絶理由を解消し、商標登録を得た
上で、引用商標権者から元の商標出願
人に再度名義変更を行う等の手法。

　しかしながら、アサインバックは、権
利の一時的な移転に伴うリスクがある
ことや、交渉手続、費用の負担が大き
いことが課題とされていた。 
　これを解決すべく、先行登録商標の
権利者の同意があれば、両商標の併
存登録を認める制度（コンセント制度）
が2024年に導入される。ユーザーに
とってより簡便・低廉な選択肢となるこ
とが期待される。

     （特許業務法人共生国際特許事務所所長）
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コンセント制度の導入

佐藤英昭弁理士による

『特許の哲学』
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